開発実施計画書(案)

「*******　課題名」
（平成　　年　　月　　日提出）
住所
会社名
役職名　代表者　印

※「開発実施計画書」は開発の全体像（目標・マイルストーン、スケジュール、開発費、開発体制、成否認定基準等）を確認するためのものです。

1.開発の目的等

1.1開発の動機・背景

※本開発の動機・背景について判りやすく記述してください。

1.2開発の目的、内容

※本開発の目的・内容について判りやすく記述してください。

2.開発の目標

　開発の最終目標
開発の最終的な目標を記載してください。この最終目標は成否認定基準に繋がるものです。

　開発要素
　現状から目標を達成するまでに障壁となる技術的問題点（現時点で想定できているもの）を記載してください。この問題点を解決するプロセスが開発内容であり、本項以降位細かな目標になります。

　開発要素の解決方針
　開発要素をどのようにして解決するか、計画を簡単に記載してください。

　たとえば「生産スケールアップが目標」「反応速度とその安定化が開発要素」とすれば、「適正な触媒の選定（開発）と原料の投入方法」で問題を解決しようとしている　ということを「開発要素の解決方針」に記載してください。

2.1導入試験

　本計画に導入試験は含まれない。
2.2実用化開発
2.2.1 開発目標と方針

    目標1

    （目標）

    （目標達成へ向けた問題点）

    （問題点の解決策）

    目標2

    目標3

    目標4
　実用化開発での目標を決めます。これは下記マイルストーンを含みます。実用化に向けたより細かな単位での目標に切り分けて記載してください。この目標を最終的にすべてクリアする事で、「2.開発の目標」に到達し、その内容は成否認定基準を達成したという結果として確認されます

2.2.2.マイルストーン
    MS1:

    期限：


    予算：


    技術目標：


    参考（現状水準）：


    MS2:

    MS3

　開発期間中のマイルストーンを設定します。その達成基準、達成時期を記載してください。目標水準を実証するための測定方法、測定条件並びに実証規模（生産量など）を必要に応じて記載してください。

例：

MS1:

期限:開発開始から24か月

予算:1億3千万円

技術目標:試作したモニタリングノードで以下の目標を達成する。

消費電力 900μW以下、通信速度 8kbps以上

参考(現状水準):同等品で 消費電力 1.2mW 通信速度 10kbps のモニタリングノードが市販されている。

MS2:

期限:MS1達成後から16か月

予算:1億5千万円

技術目標:試作したモニタリングノードで以下の目標を達成する。

消費電力 500μW以下、通信速度 10kbps以上、ユニット体積200mL以下

参考(現状水準):MS1 に同じ

3.成否認定基準


3.1導入試験成否認定基準
　本計画に導入試験は含まれない。

3.2 実用化開発成否認定基準
本新技術の開発によって下記の技術的要件を満足し得る見通しが立った場合、成功とする。
	記

	


成否認定基準例：

１．本新技術によるXXXXXX 薬（機器）が、薬事法に基づく製造販売承認を取得すること。

２．本新技術によるXXXX 合金が、下記以上の強度を持つことが確認されること。

①断伸びXXX（％）　②絞りXX（％）　③降伏応力XX(N/mm2)　④上降伏点XX(N/mm2)　⑤下降伏点XX(N/mm2)

３．本新技術による滅菌により、無菌性保証水準(Sterility Assurance level:SAL)」10-6 以下を達成すること。

４．本新技術により製造された太陽電池において、モジュール温度摂氏25 度時に、変換効率26％以上を達成すること。

これらの測定方法（例えば、強度測定の方法）について定められた規格を明示する場合、あるいは測定方法を細かく定める場合には、「成否認定基準の測定方法」として記載してください。

設定の根拠は、現在の開発成果から到達できる見通しについて説明してください（なぜ当該数字にしなければならないか、技術的（性能的）、市場、経済的理由を明記してください。）

　たとえば、「電気工業会が示すロードマップで、５年後の開発終了時に消費電力１W あたり150ルーメンの光量が想定されているため、最低限その数値を性能として確保する必要がある」

「平成XX年以降の、船舶排ガス規制基準の値がXXXであり、その時点でこの処理能力は最低限確保しなくてはいけない」などの根拠を想定しています。

（注）ＪＳＴは、開発委託に先立って研究者及び開発実施企業と協議して、成否の認定基準を定めます。成否の認定基準は開発期間中に達成が見込まれ、かつ企業化のためには最低限達成されなければならない技術水準として設定します。成功認定にあたっては、すべての項目が満たされることが前提となります。そのため、成否の認定基準に設定される値は開発中に到達できる見通しがあることが要件となります。成否の認定基準値の設定は、研究者、開発実施企業、ＪＳＴで調整することになりますが、その妥当性を検討する上で、申込者の成否の認定基準案、市場要求値、チャンピオンデータをできるだけ判りやすく記載してください。

成否認定水準を実証するための測定方法、測定条件ならびに実証規模（生産量など）を必要に応じて記載して下さい。
3.3実用化開発成否認定基準の根拠
　認定基準は、開発終了時点の市場性と、開発の結果その時点で獲得できているであろう技術的な成果を勘案して、決定されているものです。この成否認定基準を決定した背景情報としてこれらの調査、評価、決定に至ったプロセスを簡単に提示してください。

4.開発内容
4.1　開発概要

	開発総期間
	平成○○年○月～平成○○年○月　XX年XXヶ月

	開発費総額
	XX億XX千万円

	　自己資金
	XX億XX千万円

	　JST開発費
	XX億XX千万円


1 発項目：○○○○○○○○(「2.2実用化開発」の目標1)

開発実施期間：平成○○年○月～平成○○年○月

担当者氏名･所属：

内容：
2 開発項目：○○○○○○○○(「2.2実用化開発」の目標2)

開発実施期間：平成○○年○月～平成○○年○月

担当者氏名･所属：

内容：
この開発項目は、「2.2.1開発目標と方針」の各個別の目標項目には必ず一つ以上の開発項目が有ります。目標によっては複数の開発項目に分ける必要があります。

　その場合にはそれぞれの期間と担当者（責任者が明確であれば担当部署でも可）、その開発内容をこの項目で記載してください。

4.2開発実施場所
	実施場所：
	（株）○○○　▽▽▽工場

	所在地：
	

	開発実施場所

の責任者名：
	


	実施場所：
	（株）○○○　××R＆Dセンター

	所在地：
	

	開発実施場所

の責任者名：
	


　開発実施場所は、導入試験と実用化開発で異なる場所を利用する場合、その旨を明記してください。これらは、資産価値のある開発成果品等の所在を明確にするために必要な情報で、開発期間中に変更があった場合には、「計画変更届」をご提出いただき修正するべき内容の一つです。実際に開発が行われる場所を記載してください。

4.3開発実施体制

4.3.1体制概要
開発企業

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	○○○○
	開発部部長
	開発管理責任者
	○○％

	○○○○


	開発部課長
	総括
	○％

	○○○○


	開発部研究員
	設計、開発
	○○％

	○○○○
	経理課長
	経理
	○％

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


外部協力者

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	○○○○
	△△株式会社

製薬開発部部長
	臨床試験計画立案に関する助言
	○○％

	○○○○


	□□研究所

主任研究員
	非臨床試験に関する助言
	○％


再委託先（候補）

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	△△△△
	△△大学大学院工学研究科　

教授
	再委託先開発責任者
	□□％

	△△△△
	助教
	
	△％

	△△△△
	ポスドク
	
	△％



4.3.2再委託先及び委託業務内容

	再委託先（候補）
	再委託の内容

	
	

	
	


4.3.3外注先及び外注内容

	外注先（候補）
	外注の内容

	
	

	
	


4.3.4開発実施体制図


	




　　　　　　　　　　　　　　　






4.4開発工程表
4.4.1 開発実施予定表

	月
項目
	自社・外注・

再委託
	H○

10
	1
	H○

4
	7
	10
	1
	H○

4
	7
	10
	1
	
	ｎ
	重要

項目
	難易度

(高中低)

	主要設備の据付等
	設備関係
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○関係設備（JST支出）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	▽▽関係設備等（自己資金）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	開発項目
	開発項目名
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	1-(1)-①　△△△△△△
	自社
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	低

	
	1-(1)-②　******
	○○大学
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	中

	
	1-(2)-①　非臨床試験
	自社・外注
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	1-(2)-②　製剤
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	1-(3)-臨床試験（フェーズⅠ）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	高

	
	1-(3)-臨床試験（フェーズⅡa）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	・・・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




4.4.2 チェックポイントの目標及び各機関の役割

	
	目標
	機関名

（自社、外注、再委託）
	各機関の主要な役割

	CP1
	
	・自社
	

	
	
	・○○大学（再委託）
	

	CP2
	
	・××(株)（外注）
	

	CP3
	
	・自社
	

	CP4

(MS1)
	
	・自社
	

	
	
	・○○大学病院（再委託）
	

	
	
	・△△CRO（外注）
	


「5.開発費」は、別ファイル（エクセルファイル）で作成してください。
6.経済効果
6.1推定原価計算
製品は「○○発光ダイオード」「＊＊製剤」「××分析装置」など一般的な表現で開発成果の製品定義に基づいて提示してください。サービスなども製品とすることは可能です。

	
	  eq \o\ad(科目,        )
	  eq \o\ad(数量,        )
	eq \o\ad(単価,          )
	eq \o\ad(金額,        )
	  eq \o\ad(備考,            )
	

	
	○○○○○
○○○○○


	
	
	
	
	

	
	eq \o\ad(製造原価,            )
	
	
	
	
	


(注)

1.科目は開発実施企業の原価計算方式に合わせて、単位当たり(例えばt、台、個)の金額で記載してください。

2.備考欄には出来るだけ算出基礎を記載してください。

3.推定原価は、原則として開発成功後10ケ年間の平均値としてください。
6.2販売による10ケ年の利益予想表
	            年 度

    科 目
	１
年度
	２
年度
	３
年度
	４
年度
	５
年度
	6～10年度
	合計
	備考

	売上数量
	
	
	
	
	
	この列は
	
	

	（単価）
	
	
	
	
	
	５年間分を
	
	

	売上高
	
	
	
	
	
	一括合計
	
	

	売上品原価
	
	
	
	
	
	して記入
	
	

	売上総利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	販売費、
一般管理費
	
	
	
	
	
	
	
	

	営業利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	金利
	
	
	
	
	
	
	
	

	純利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	実施料
	
	
	
	
	
	
	
	

	実施料引純利益
	
	
	
	
	
	
	
	


(注)

1.年度は開発終了後1年目、2年目の意味です。

2.販売費、一般管理費は開発実施企業の実績比率(例えば売上高に対する比率)により算出しても結構です。

3.金利は、開発実施企業の売上高に対する実績比率で算出しても結構です。

4.実施料は、売上高×(JST○%+シーズ所有者○%)で算出してください。

5.備考欄には、必要と思われる算出基礎を記載してください。
以上　
エフォートは、総合科学技術・イノベーション会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。


なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。


この再委託先については、大学の研究者に対する委託研究を記載してください。企業間の開発業務委受託は再委託として基本的に認められませんが、それらが有る場合には以下別項に記入してください。





「4.3.4開発実施体制図」は、「4.3.1体制概要」～「4.3.3外注先及び外注内容」とリンクしています。


外注先、再委託先についても記載してください。





� eq \o\ac(○,！)�





開発実施企業





◇◇◇◇


開発管理責任者








○○○○


（□□担当）








○○○○


（□□担当）











○○○○


（□□担当）











○○○○


（□□担当）








再委託（候補）





外注（候補）





（株）○○


動物試験の委託





○○大学


○○技術の確認





年度を四半期毎に区切り、開発期間に従い右に列を追加してください





5..開発費　5.2.4使途内訳


Ⅰ-1物品費（設備備品費）に記された設備について記載してください。





重要チェックポイント（CP3,・・・）


チェックポイントのうちで特に重要なものをマイルストーンとし、黒塗りで記載し点線を挿入してください。このマイルストーンでは、次の研究開発段階に進むために最低限満たすべき達成基準を設定してください。


○○％以内、□□μm以下等、達成基準を数値で設定して次ページに記載してください。





矢印間に相関がある場合には、点線で示してください。





CP1





CP2





CP3





CP4(MS)








開発項目名は、


「開発実施計画書の１の各項目」を簡略化して記入してください。





マイルストーン








チェックポイント（CP1、CP2,・・・）


最低でも1年間に１つは設定してください。


時系列順にCP1、CP2,・・・としてください。


次ページに○○％以内、□□μm以下等、数値基準等を記載してください。





重要項目


重要項目とは、本項目の実施に問題がある場合、他の開発項目で成果が得られたとしても、開発全体に影響を及ぼし、実行において最も時間的余裕の少ないと考えられるもの


重要項目に「○」を記入してください（複数可）。








